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１．はじめに 

近年、地球規模の気候変動や経済活動高度化に伴う社会

の脆弱化によって、東南アジア域においても、熱帯低気圧や

スコールラインなどに伴う暴風雨災害が増加しつつあり、社

会的経済的に影響の大きい気象災害の予測・低減が急務と

なっている。気象研究所では、京都大学と連携して、平成19

年度から科学技術振興調整費研究「東南アジア地域の気象

災害軽減国際共同研究」を実施し、数値モデルによる予測に

よる気象災害軽減のための国際共同研究を推進してきた。 

 
２．「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究」 
２．１．目的と実施体制 

「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究」は、文部

科学省科学技術振興調整費研究の「アジア科学技術協力の

戦略的推進」分野の一課題で、平成19年度に採択された。東

南アジア諸国における大気科学研究の協力・連携を強化し、

この地域の気象災害軽減に資するための「東南アジア地域

気象災害軽減国際共同研究推進ネットワーク」を立上げるこ

とと、東南アジア地域での数値天気予報実験を国際的連携

の下に実施して、気象災害の軽減判断支援システムを構築

すること、などを主な目的としている。 

研究実施体制は、京都大学が代表機関となり（研究代表者

余田成男教授）、基礎実験・システム開発と、国際研究集会

の開催などを行い、気象研究所は国内参画機関として、実用

モデル開発・応用実験を担当した。また準リアルタイム実用

化実験を、インドネシアバンドン工科大学(ITB)を中心とする

国外参画機関が行う、というものになっている（第１図）。 

 

第１図：研究実施体制 

２．２．京都大学及び国外参画機関の活動 
京都大学は、代表機関として基礎実験・システム開発を担

当した。京都大学の本研究ＨＰは以下におかれている。

http://www-mete.kugi.kyoto-u.ac.jp/project/MEXT/ 

京都大学では観測・予報データの統合データベース化、国

際研究集会の開催とニュースレターの発行、災害対策判断

支援システムの試作、インドネシア政府給費生の長期滞在な

どを実施している。統合データベースは京都大学のサーバー

にアーカイブされ、東南アジアの共同研究者がアクセスできる

仕組みになっている。国際研究集会は、2008年３月に京都大

学で、2009年３月にインドネシアのITBで、2010年３月には大

分県の立命館アジア太平洋大学で、それぞれ開催された。ニ

ュースレターは年２回のペースで発行されてきており、国際ワ

ークショップの報告のほか、気象研究所の活動も毎号紹介さ

れている。災害対策判断支援システムは、３．で述べる気象

研究所でのアンサンブル予報を入力データに用いた試作が

行われている。 

国外参画機関としては、ITBが気象庁非静力学モデル

(NHM)を用いた準リアルタイム実用化実験を行っている。その

ほか、シンガポール南洋理工大学(NTU)、ベトナム国立大学

ハノイ校(VNU)、インド科学産業研究委員会数値モデリングシ

ミュレーションセンター(CSIR C-MMACS)、香港天文台(HKO)

などがNHMを利用した研究を行っている。 

 

３．気象研究所の活動 
３．１．「実用モデル開発・応用実験」 

気象研究所は、国内参画機関として京都大学と連携して

「実用モデル開発・応用実験」を担当した。この課題では、 

①気象庁メソモデルの精緻化と検証予報実験 

②メソモデル国際共同研究のための環境整備 

③メソモデル用データ同化システムを用いた熱帯域同化実験 

の３つのサブ課題を実施した。①では、ＮＨＭを東南アジア

地域の災害気象予測に用いるため、熱帯域ダウンスケール

予報によるケーススタディ (Seko et al., 2008) と統計的検証

(Hayashi et al., 2008) に基づくモデルの問題点の把握を行っ

た。また後述するようにNHMを用いた熱帯域メソアンサンブル

予報技術を開発した。Seko et al. （2008）では、2005年７月に

インドのムンバイで発生した記録的豪雨のNHMによる再現実



験を行い、豪雨を発生させた環境や豪雨周囲の気流系の役

割などを調べた。Hayashi et al. (2008) では、第２図に示す日

本域および東南アジア域を対象に、2007年１月と７月の各１カ

月間を対象に、NHMと米国のコミュニティメソモデルWRFを同

一の条件で実行し、衛星データやゾンデ観測と比較すること

により、降水や気温・風の予測精度の客観的比較検証を行っ

た。②では、NHMを用いた熱帯域数値実験のための環境整

備として、気象庁の全球解析(GA)や全球モデル(GSM)予報値

からNHMによる再現・予報実験を行うツールの整備を行うとと

もに、国外研究者がそれらを研究利用するにあたって使用方

法 を ま と め た チ ュ ー ト リ ア ル を 気 象 研 究 所 本 研 究 HP 

(http://www.mri-jma.go.jp/Project/Kashinhi_seasia/ 

Jpn/MRI_kashinhi.htm) にアップした。また前述のNHM利用

機関へ気象研究所職員が訪問し、モデル利用の説明や情報

交換などを行った。 

 

３．２．ミャンマーサイクロンNargisの予報実験 
2008年5月にミャンマーを襲ったサイクロンNargisは、首都

ヤンゴンをはじめとする同国南部に死者１０万人とも言われる

未曾有の高潮被害をもたらした。本研究では、まず気象庁全

球解析を初期値とし、全球予報を境界値とする10km解像度

のNHMによって、サイクロンNargisの移動と発達が、上陸の２

日前にある程度予測可能であったことを示すとともに、プリン

ストン海洋モデル(POM)を用いた高潮の予報実験を行った

（Kuroda et al., 2010）。次に気象庁全球アンサンブル予報

(EPS)の初期値・予報値からの摂動を用いて、20メンバーの

10kmNHMによる熱帯域メソアンサンブル予報システムを開発

し、Nargisの進路予報の誤差も加味した高潮予測を示した

(Saito et al. 2010) 。このアンサンブル予測結果は前述の京

都大学での判断支援システム試作の入力データとしても用い

られている。 

前節③に関して、Kunii et al. (2010)は、気象庁メソ４次元変

分法解析で用いられている地衡風バランスの関係を見直すこ

とにより、メソ解析を熱帯域に適用できるように改良を加え、

ベンガル湾を対象とするボーガス手法も開発してNargisの同

化予報実験を行い、初期値の変更によって進路・強度の改善

が図れることを示した。Shoji et al (2010)は、メソ解析を用いた

ベンガル湾付近の地上GPSから得られる可降水量の同化実

験を行っている。Nargisの同化実験については、局所アンサ

ンブル変換カルマンフィルタを用いた衛星搭載マイクロ波散

乱計によるベンガル湾海上風の同化にも取り組んでいる。 

 

  

第２図：NCEP全球モデルにネストしたＮＨＭのFT=12-36の

2007年7月1日から15日の積算降水量。 

 

4．まとめ 

３年間の科振費研究により、熱帯域を対象とする数値予報

実験の環境整備と国際共同研究ネットワークの構築を行った。

今後本研究で構築された研究基盤を有効に活かし、東南ア

ジア研究者と引き続き交流を行っていきたいと考えている。 
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